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第 6 章では、第 4 章で算出した熱力学的物性値を用いて、火炎中におけるフラーレンとすすの化学平衡計算を行い、
化学平衡的に高温ではフラーレンが、低温ではすすが生成しやすいことを確認した。





















第 7 章では、第 4 および 5 章の結果を考慮した新たな火炎中でのフラーレン・ PAH ・すすの生成モデ、ルを提案して
いる。また、このモデルを用いて、動的素反応解析を実施し、 2 章で得られた実験事実は、主に燃焼温度分布が原因
であることを確認している。
第 8 章はまとめであり、本研究で得られた知見を総括している。
以上のように、本論文は火炎中におけるフラーレン・ PAH ・すすの生成機構に関する重要な知見を与えており、新
素材として期待されるフラーレンの製造プロセス設計のための指針を与えるものとして、工学の発展に寄与するとこ
ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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